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肱
川
流
域
に
お
け
る
ダ
ム
に
依
存
し
た
治
水
の
限
界
と
流
域
治
水
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
は
、
命
を
守
る
た
め
の
治
水
の
あ
り
方
に
つ
い
て
多
く
の
教
訓
を
残
し
た
。
愛
媛
県
を
流
れ
る
肱
川

で
は
、
ダ
ム
に
依
存
し
た
治
水
の
限
界
と
共
に
、
洪
水
を
流
域
全
体
で
受
け
止
め
て
防
災
、
減
災
に
努
め
る
治
水
へ
の
転
換
の

必
要
性
を
も
明
ら
か
に
し
た
。

そ
こ
で
、
以
下
、
質
問
す
る
。

一

河
川
法
第
十
六
条
の
二
に
基
づ
い
て
国
が
定
め
た
肱
川
水
系
河
川
整
備
計
画
（
三
十
一
頁
）
に
は
、
「
大
洲
盆
地
内
の
集

落
は
水
害
に
見
舞
わ
れ
る
宿
命
に
あ
る
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
国
土
交
通
省
は
、
河
川
管
理
者
と
し
て
「
大
洲
盆
地
内
の
集

落
は
水
害
に
見
舞
わ
れ
る
宿
命
」
と
考
え
て
き
た
こ
と
を
、
肱
川
水
系
河
川
整
備
計
画
に
書
き
込
む
以
外
で
、
流
域
住
民
に

対
し
て
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
き
た
か
。

二

肱
川
水
系
河
川
整
備
計
画
（
三
十
一
頁
）
に
よ
れ
ば
、
大
洲
市
東
大
洲
地
区
は
平
成
五
年
に
「
八
幡
浜
・
大
洲
地
方
拠
点

都
市
地
域
」
に
指
定
さ
れ
た
た
め
、
多
く
の
企
業
が
進
出
し
た
と
の
記
述
が
あ
る
。
根
拠
法
で
あ
る
地
方
拠
点
法
に
よ
れ

ば
、
都
道
府
県
知
事
は
、
関
係
市
町
村
及
び
主
務
大
臣
と
協
議
の
上
、
地
方
拠
点
都
市
地
域
の
指
定
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

一



�

国
土
交
通
省
は
河
川
管
理
者
と
し
て
「
大
洲
盆
地
内
の
集
落
は
水
害
に
見
舞
わ
れ
る
宿
命
に
あ
る
」
と
考
え
て
き
た
こ

と
を
、
進
出
し
て
く
る
企
業
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
き
た
か
。

�

平
成
二
十
六
年
ま
で
に
地
方
拠
点
都
市
地
域
指
定
さ
れ
た
全
国
五
百
三
市
町
村
に
つ
い
て
、
指
定
地
域
に
水
害
歴
の
あ

る
地
域
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
点
検
を
行
わ
せ
、
対
策
を
国
と
し
て
呼
び
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

三

平
成
三
十
年
七
月
七
日
に
行
わ
れ
た
野
村
ダ
ム
の
但
し
書
き
操
作
に
よ
る
放
流
は
、
最
大
毎
秒
約
二
千
立
方
メ
ー
ト
ル
で

あ
り
、
下
流
域
に
死
者
を
含
む
深
刻
な
被
害
を
引
き
起
こ
し
た
。

�

肱
川
水
系
河
川
整
備
計
画
が
未
整
備
な
現
状
で
、
野
村
ダ
ム
と
鹿
野
川
ダ
ム
に
挟
ま
れ
た
区
間
で
は
、
川
が
一
度
も
河

道
か
ら
溢
れ
る
こ
と
な
く
流
れ
る
量
は
、
最
大
で
毎
秒
何
立
方
メ
ー
ト
ル
か
。

�

野
村
ダ
ム
と
鹿
野
川
ダ
ム
に
挟
ま
れ
た
区
間
で
、
肱
川
水
系
河
川
整
備
計
画
通
り
に
河
道
が
整
備
さ
れ
た
場
合
に
、
川

が
河
道
か
ら
溢
れ
ず
に
流
れ
る
こ
と
が
で
き
る
量
は
毎
秒
何
立
方
メ
ー
ト
ル
か
。

�

七
月
七
日
の
野
村
ダ
ム
の
但
し
書
き
操
作
で
放
流
し
た
最
大
流
量
は
毎
秒
約
二
千
立
方
メ
ー
ト
ル
近
か
っ
た
が
、
そ
の

量
を
放
流
し
た
場
合
に
、
野
村
ダ
ム
と
鹿
野
川
ダ
ム
に
挟
ま
れ
た
区
間
の
ど
こ
で
氾
濫
し
、
ま
た
は
、
水
位
が
何
メ
ー
ト

ル
ま
で
上
昇
す
る
か
を
国
は
予
測
で
き
て
い
た
か
。

二



�

野
村
ダ
ム
で
但
し
書
き
操
作
を
お
こ
な
っ
た
場
合
、
ど
の
ぐ
ら
い
の
流
量
を
流
し
た
場
合
に
、
下
流
で
水
位
が
ど
こ
ま

で
上
昇
す
る
か
の
予
測
を
、
常
日
頃
か
ら
自
治
体
も
し
く
は
住
民
に
対
し
て
伝
え
て
い
た
事
実
は
あ
る
か
。

�

今
後
は
、
洪
水
時
に
迅
速
に
リ
ス
ク
情
報
が
伝
わ
り
、
避
難
行
動
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
野
村
ダ
ム
が
ど
れ
ぐ
ら
い
の

放
流
を
行
う
と
、
水
位
が
ど
こ
ま
で
上
昇
す
る
か
、
放
流
量
と
水
位
を
対
比
さ
せ
た
情
報
を
、
河
川
管
理
者
が
住
民
に
常

日
頃
か
ら
周
知
し
た
上
で
、
洪
水
時
に
は
河
川
管
理
者
が
直
ち
に
直
接
、
自
治
体
だ
け
で
は
な
く
、
下
流
住
民
に
伝
え
る

手
段
を
確
保
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

四

平
成
三
十
年
七
月
七
日
に
行
わ
れ
た
鹿
野
川
ダ
ム
の
但
し
書
き
操
作
に
よ
る
放
流
は
、
最
大
毎
秒
約
三
千
五
百
立
方
メ
ー

ト
ル
で
あ
り
、
広
範
囲
に
わ
た
る
深
刻
な
浸
水
被
害
を
引
き
起
こ
し
た
。

�

鹿
野
川
ダ
ム
か
ら
河
口
ま
で
の
区
間
で
、
現
状
、
川
が
一
度
も
河
道
か
ら
溢
れ
る
こ
と
な
く
流
れ
る
量
は
、
最
大
で
毎

秒
何
立
方
メ
ー
ト
ル
か
。

�

毎
秒
三
千
五
百
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
を
鹿
野
川
ダ
ム
か
ら
放
流
し
た
場
合
に
、
鹿
野
川
ダ
ム
か
ら
河
口
ま
で
の
区
間
の

ど
こ
で
氾
濫
し
、
水
位
が
ど
こ
ま
で
上
昇
す
る
か
を
国
は
予
測
で
き
て
い
た
か
。

�

鹿
野
川
ダ
ム
で
但
し
書
き
操
作
を
お
こ
な
っ
た
場
合
、
ど
の
ぐ
ら
い
の
流
量
を
流
し
た
場
合
に
、
下
流
で
水
位
が
ど
こ

三



ま
で
上
昇
す
る
か
の
予
測
を
、
常
日
頃
か
ら
自
治
体
も
し
く
は
住
民
に
対
し
て
伝
え
て
い
た
事
実
は
あ
る
か
。

五

ダ
ム
放
流
量
と
下
流
に
お
け
る
水
位
上
昇
を
対
比
さ
せ
る
情
報
提
供
を
ダ
ム
設
置
者
に
義
務
付
け
る
河
川
法
改
正
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

六

平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
を
踏
ま
え
て
、
肱
川
水
系
河
川
整
備
計
画
に
書
き
込
ま
れ
た
堤
防
整
備
や
河
道
掘
削
の
未
実
施
区

間
に
つ
い
て
の
情
報
を
共
有
し
、
被
災
し
た
地
域
の
住
民
と
の
協
議
に
よ
り
、
事
業
の
優
先
順
序
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

七

想
定
洪
水
を
ダ
ム
と
河
道
に
配
分
し
て
治
水
を
行
う
河
川
法
の
考
え
方
に
加
え
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
治
水
施
策
を
盛
り
込
ん

だ
滋
賀
県
流
域
治
水
の
推
進
に
関
す
る
条
例
は
今
後
の
治
水
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
条
例
第
二
十
九
条

で
は
「
宅
地
建
物
取
引
業
法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
宅
地
建
物
取
引
業
者
は
、
同
法
第
三
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る

宅
地
建
物
取
引
業
者
の
相
手
方
等
に
対
し
て
、
そ
の
者
が
取
得
し
、
ま
た
は
借
り
よ
う
と
し
て
い
る
同
法
第
二
条
第
一
号
に

規
定
す
る
宅
地
ま
た
は
建
物
に
関
し
、
そ
の
売
買
、
交
換
ま
た
は
貸
借
の
契
約
が
成
立
す
る
ま
で
の
間
に
、
当
該
宅
地
ま
た

は
建
物
が
所
在
す
る
地
域
の
想
定
浸
水
深
お
よ
び
水
防
法
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
に
関
す
る
情

報
を
提
供
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
。

四



国
に
お
い
て
も
、
水
害
の
防
災
や
減
災
の
た
め
に
、
土
地
の
売
買
、
交
換
ま
た
は
貸
借
の
際
に
、
宅
地
建
物
取
引
業
者

に
、
滋
賀
県
の
条
例
と
同
様
の
努
力
義
務
ま
た
は
義
務
を
課
す
法
改
正
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

八

滋
賀
県
流
域
治
水
の
推
進
に
関
す
る
条
例
第
十
三
条
お
よ
び
十
四
条
で
は
、
浸
水
警
戒
区
域
を
知
事
が
指
定
し
、
高
齢

者
、
障
害
者
、
乳
幼
児
な
ど
災
害
弱
者
が
利
用
す
る
施
設
や
学
校
、
医
療
施
設
を
建
築
す
る
こ
と
に
一
定
の
建
築
制
限
を
か

け
て
予
め
被
害
を
防
ぐ
規
定
を
お
い
て
い
る
。
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
に
お
い
て
も
多
く
の
公
共
性
の
高
い
施
設
が
浸
水
被

害
を
受
け
て
機
能
し
な
か
っ
た
事
案
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
国
に
お
い
て
も
こ
の
条
例
を
参
考
に
し
て
一
定
の
施
設
に
つ
い

て
は
一
定
の
建
築
制
限
を
か
け
る
法
改
正
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

九

滋
賀
県
流
域
治
水
の
推
進
に
関
す
る
条
例
第
十
六
条
等
で
は
、
住
民
が
自
宅
に
お
い
て
逃
げ
遅
れ
て
も
命
が
守
れ
る
よ
う

に
、
浸
水
警
戒
区
域
で
は
住
ま
い
に
避
難
空
間
を
確
保
す
る
た
め
、
想
定
水
位
よ
り
上
に
部
屋
や
屋
上
が
あ
る
こ
と
を
県
は

呼
び
か
け
、
補
助
金
制
度
も
整
備
し
つ
つ
あ
る
。
国
に
お
い
て
も
こ
の
条
例
を
参
考
に
し
た
法
改
正
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

右
質
問
す
る
。

五


